
映像資料番号136 データ採録者：笠原亮介 校正：下田康平
visual audio
scece shot subtitle object narration part music/sound liric
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1 1 日本国旗。板に「出征軍人」「緒方作造」 ○

2 何かを待っている着物の女性1。飯桶と御盆の上の食器。
ちゃぶ台の上のご飯茶碗、汁物のお椀

○

3 手前にちゃぶ台の上のご飯茶碗、汁物のお椀。懐から手紙
を出す女性

○

4 女性1の手に手紙
「先日十三日付慰問袋と手紙　本日受領した、有難う。　僕
は毎日元気で奮戦してゐるから　心配無用だ。　からだを大
切にー○○○にて　作造」

○

5 手紙を見て顔を見上げる女性1 ○
2 1 兵士の写真 男性の声：□□ ○

2 砂場を走る車 ○ □までつくぬかるみの
3 馬を曳いて田圃を渡る兵士たち ○ に□ふた□しょくもなく

3 1 遠くを見つめ、ご飯の用意をする女性1 女性1：あなたいただきます ○ 雨降り□□□
4 1 食い散らかした後の食器や吸殻、コーヒーカップ、レコード、

手に煙草を持つ男性1
○

2 レコードを聴きながら煙草を吸い、レコードを止める男性1 男性1：どうだい、このうち。こうして
見ると、満更でもないだろう

○

3 椅子に座っている女性1、椅子によりかかっている男性1 女性2：ええ、このうちは良いけれ
ど、でも近所は下劣ね
男性1う、うん
女性2：それにね、あんた、さっきお
風呂の帰り道に変なお髭を生やし
たお爺さんが、「今日引っ越して来
られたのかな、今後宜しく頼みます
ぞ。」なんて偉そうに言うの。私びっ
くりしちゃったわ
男性1：ふふふふ。相手にならなきゃ
良いさ。そのうち向こうでも余計なこ
とを言わなくなるよ
女性2：そうかしら
男性2：ごめんください。こんばんは

4 部屋の椅子に座っている女性2と椅子によりかかっている男
性1。女性2にせかされ立ち上がる男性1

男性1：ちぇっ、誰かきやがったな
女性2：またきっと下劣な奴よ。私隠
れるからあんた出て頂戴よ
男性1：僕いやだよ。君が出給えよ
女性2：いやよ、いやよ、あんた出て
よ
男性1：出給えよ
女性2：お願いだから出て頂戴よ
男性1：そうかい
女性２：ねえ、うちに置いちゃいや
よ。内に入れないで頂戴ね
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5 立ち話をする男性1と男性2 男性2：えーこんばんは、こんばん
は。えー御免下さいまし
男性1：何か用ですか
男性2：はい、夜分お伺いしまして、
誠に恐縮でございますが･･･
男性１：なんですか
男性2：はい、実はその隣組のこと
なんでございますが、ご承知の通
り、そのいきょく･･･
男性1：早く言ってください
男性2：えっ、うー、えっ、その時局
柄というやつで町内特にそのご近
所衆をお互い助けあぐ合っていくと
いう意味で、えー御宅さんも是非そ
の隣組に御入会が願いたいんで、
えっ、あっしが実は組のはしりづか
いみたいなことをしております関係
上、その是非、その、えっ、常会に、
えっ、その･･･
男性1：入ってくれというんですか
男性2：へ、左様でございます。それ
で今度の常会は明後日でございま
して、この先の山口さんのお二階が
例会の会場となっておりますんで、
えー、まあ、奥さんもご一緒に、まあ
顔つなぎという意味で、えっ・・・
男性：よく考えておきましょう
男性2：おっとっと、あのご出席下さ
るんですか
男性1：うるさいですね。出ようと出
まいとこ ちの勝手じ ないです6 棚の上の煙草、煙が立ち始めている服、畳 女性2：あなた、あなた、大変よ、大
変よ。あなた、あなた、あなた

7 叫び声に慌てて声の主のほうへ行く男性1と男性2 女性2：大変よ、ねぇ、あなた・・・
男性1：えっ
女性2：ねえ、あなた、あなた・・・

8 煙が立っている服を慌てて消す女性2、そこへやってくる男
性1と男性2

男性1：どうした
女性2：あなた
男性1：どうした、どうした
女性2：あなたは煙草の後始末、い
つもこうなんだから。見て頂戴、こん
なにしちゃって
男性2：えっ、どうもすいません。これ
から、あの、気をつけますわ
女性2：あなたじゃないわよ。あなた
は帰りなさい
男性2：へい
女性2：あたしの大事なドレスこんな
にしちゃって、どうしてくれたの、こん
なにしちゃって
男性1：そんなこと言ったって、無理
だよこれ
女性2：いや、いや、いやよあんまり
じゃありませんか。こんなにしちゃっ
て
男性1：ねえ、泣いちゃ･･･
女性2：いやよ、いやよ･･･

5 1 樂しい日曜日 咲いている花 ○
2 のどやかな川の船着き場 ○
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3 川にかかる橋を歩いている二人の人間。川には船や足車で
作業中の人

○

4 運河を渡る船 女性2：（鼻歌）
男性1：（口笛）

○

1 原っぱに座っている女性2と煙草を吸う男性1 女性2：（鼻歌）ねえ
男性1：（口笛）

○

2 雲 ○
原っぱに座っている女性2と煙草を吸う男性1 女性：ねえ、あなたもお歌いになら

ない？あら、あっち見て御覧なさ
い。ほらあんな船が通るわよ

○

3 船を漕いでいる船頭と乗っている客 ○
7 1 鼻を必死に嗅いでいる男性3の顔のアップ 鼻をかぐ音

2 蕪を持ちながら鼻を嗅ぐ男性3 男性3：変だな、くせえわ。おい吉、 鼻をかぐ音
3 戸を開ける女性3 女性3：なんだよ、またぎょうさんに

男性3：ぎょうさんじゃ
4 蕪を持ちながら話す男性 男性3：ねえや、えっ、なんか燃えて

はしねえか、お、えっ、きな臭えじゃ
ねえか？

鼻をかぐ音

5 鼻を嗅ぐ女性 女性3：本当だねえ、おまえさん
8 1 原っぱにのんびりとしている男性1と女性2。写真を撮ろうと

するも、カメラを忘れたことに気がつく
男性1：ああ、いい気持ちだなぁ。こ
みごみした都会からこういうところに
来ると全くのびのびするなぁ
女性2：本当ねぇ
男性1：(口笛を吹いて)さあ、ここで
一つ君の写真を撮ってあげよう
女性2：えっ、いいわねえ。今日は特
別に多くとって頂戴ね
男性1：うん
女性2：ねえ、あなた。立ったほうが
いいかしら、座っているほうがいい
かしら
男性1：そのままのほうがいいよ、ね
女性2：そう
男性1：おや、キャメラは
女性2：知らない。あなたが持ってら
したんじゃないの
男性1：うん、いいや。君持ってるん
だろう
女性2：いいえ、あたしあなたが持っ
てらしたんだと思ったんだけど。変
ねえ。ああ、そうそう忘れたわ、おう
ちに
男性1：えっ、忘れた

○

9 1 カメラが置いてある台から煙がたっている。近くに帽子と人
形がある

2 八百屋の店の前にいる男性3、女性3とその隣家にいる男性
4

男性3：くせえぞ、おかしいよ。あっ、
せっつぁん、あんたわかりませんか
ねえ。何か燃えてるような
男性4：うん、くさい。くさいわ、これ
は。これはくさい。おかしい

鼻をかぐ音

3 帽子、カメラ、人形の置いてある台から煙が出ている
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4 異臭騒ぎに家の前に集まってくる近隣住民 男性3：これはいけねえ
男性4：これはいかんぞ
女性3：これはくさいわ
男性3：どっか燃えてやしねえか
男性4：どっか燃えてるぞ
男性3：□□□□
男性5：おかしいなあ、これは
女性4：まあ、くさいですねえ
女性3：みなさん、くさいですねえ
女性5（？）：くさいですねえ
男性5（？）：どうした
女性（？）6：どうしたのかしら、くさい
わね
男性4（？）：おかしい
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